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令和７年度 事業報告書 

 

Ⅰ．法人の概要 

１．目的 

 兵庫県における科学技術の研究開発を助成し、科学技術に関する知識及び思想の普及並びに啓

発に努めることにより、科学技術の発展と科学思想の浸透を図り、もって兵庫県の産業の振興と

県民の生活及び福祉の向上に資することを目的とする。 

 

２．沿革 

昭和５１年４月１７日  設立許可（昭和５１年４月１７日付兵庫県指令文第１－３号） 

            基本財産  ２億円（出捐者：兵庫県） 

昭和５１年４月２６日  設立登記 

平成２５年４月 ９日  公益財団法人へ移行登記 

 

３．基金の状況 

基 本 財 産 ２００，０００，０００円 

出捐金受領年月日 昭和５１年４月１９日 

出 捐 者 兵 庫 県 

管 理 状 況 ・楽天社債      102,848,329 円 

契約締結日： 令和３年１２月２７日 

・ソフトバンク G 社債 91,000,000 円 

契約締結日： 令和４年 ２月 ４日 

・定期預金          454,891 円 

・普通預金        5,696,780 円 

（注）出捐金はハニー化成㈱が兵庫県に寄附したもの。 

 

４．役員並びに評議員 

                           令和 7 年６月１８日改選後 

財団役職 氏  名 所属・役職名 

会 長 神門  登 ハニー化成株式会社 専務取締役 

理 事 半谷 正裕 住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理 事 吉田 眞也 ハニー化成株式会社 代表取締役社長 

理 事 西野  孝 神戸大学 名誉教授／客員教授 

理 事 山﨑  徹 兵庫県立工業技術センター 所長 

理 事 武尾 正弘 兵庫県立大学 社会価値創造機構 副機構長 

理 事 平井 克幸 神戸商工会議所 産業部長 

監 事 鈴木 祥克 太陽グラントソントン税理士法人 代表社員 

監 事 福田 靖久 兵庫県産業労働部 新産業課長 
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財団役職 氏  名 所属・役職名 

評議員 山田文一郎 大阪市立大学 名誉教授 

評議員 川村 昌志 公益財団法人新産業創造研究機構 事務局長 

評議員 青木  誠 川崎重工業株式会社 技術開発本部 知的財産部長 

評議員 神戸 宏明 公益社団法人兵庫工業会 専務理事 

評議員 山本 正剛 株式会社神戸製鋼所 知的財産部長 

評議員 上田 澄廣 株式会社ＳＵエコシステム 代表取締役ＣＥＯ 

評議員 中村 浩明 兵庫県産業労働部 次長 

会長１ 理事６ 監事２ 評議員７（計１６名） 

 

５．名誉会長                        令和３年１２月２日付就任 ※ 

財団役職 氏  名 所属・役職名 

名誉会長 齋藤 元彦 兵庫県知事 

※知事再選後の令和６年１２月１１日付就任 

 

６．会議 

（１） 理事会の開催 

① 第１回理事会 

日時  令和７年５月２７日（火）１０：００～１１：００ 

場所  兵庫県立工業技術センター 研究本館 セミナー室Ⅲ 

 

出席者（順不同・敬称略） 

会長  神門  登  ハニー化成株式会社 専務取締役 

理事  半谷 正裕  住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理事  西野  孝  神戸大学 名誉教授／客員教授 

理事  畑   豊  兵庫県立大学 理事兼副学長 社会価値創造機構長 

理事  山﨑  徹  兵庫県立工業技術センター 所長 

監事  鈴木 祥克  太陽グラントソントン税理士法人 代表社員 

監事  前川  学  前・兵庫県産業労働部 新産業課長 

 

随行  中島 朋大  兵庫県産業労働部 新産業課 

 

事務局 井上二三夫  一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事・事務局長 

 

注記  畑理事・鈴木監事・前川監事・中島様は Web にて参加 
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議決事項 

(1) 第１号議案 令和６年度事業報告同収支決算（案）について 

(2) 第２号議案 役員改選（案）について 

(3) 第３号議案 評議員選定委員会の開催（案）について 

(4) 第４号議案 評議員会招集（案）について 

 

報告事項 

(1) 代表理事の職務執行状況報告について 

 

② 第２回理事会 

日時  令和７年６月１８日（水）１１：００～１１：３０ 

場所  兵庫県立工業技術センター 技術交流館１階 共通会議室 

神戸市須磨区行平町３丁目３－１－１２ 

出席者（順不同・敬称略） 

理事  神門  登  ハニー化成株式会社 専務取締役 

理事  半谷 正裕  住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理事  山﨑  徹  兵庫県立工業技術センター 所長 

理事  武尾 正弘  兵庫県立大学 社会価値創造機構 副機構長 

理事  平井 克幸  神戸商工会議所 産業部長 

監事  福田 靖久  兵庫県産業労働部 新産業課長 

 

随行  七條 正太郎 兵庫県産業労働部新産業課 情報・産学連携振興班長 

随行  中島 朋大  兵庫県産業労働部新産業課 情報・産学連携振興班 

 

事務局 井上二三夫  一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事・事務局長 

 

注記  武尾理事は Web にて参加 

 

決議事項 

(1) 第１号議案 代表理事の選出について 

報告事項 

(1) 代表理事の職務執行状況報告 

(2) 評議員選定委員会の開催報告 

 

③ 第３回理事会 
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日時  令和 ７年 １２月１日（月）１３時００分～１４時００分 

場所  兵庫県立工業技術センター 技術交流館 セミナー室Ⅱ 

神戸市須磨区行平町３丁目１番１２号 

出席者（順不同・敬称略） 

会長  神門  登  ハニー化成株式会社 専務取締役 

理事  半谷 正裕  住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理事  吉田 眞也  ハニー化成株式会社 代表取締役社長 

理事  西野  孝  神戸大学 名誉教授／客員教授 

理事  山﨑  徹  兵庫県立工業技術センター 所長 

理事  武尾 正弘  兵庫県立大学 社会価値創造機構 副機構長 

理事  平井 克幸  神戸商工会議所 産業部長 

監事  鈴木 祥克  太陽グラントソントン税理士法人 代表社員 

 

随行  井上真由美 兵庫県産業労働部新産業課 副課長 

 

事務局  井上 二三夫 一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事・事務局長 

 

注記  武尾理事・平井理事・鈴木監事は Web にて参加 

 

議決事項 

(1) 第１号議案 令和７年度兵庫県科学技術振興助成金 交付について 

(2) 第２号議案 科学技術振興に関する第５０回助成金贈呈の会について 

 

報告事項 

(1) 中間期事業報告について 

(2) 令和６年度助成金交付先の株式会社ショウワの経過報告未提出について 

(3) 代表理事の職務執行状況報告について 

 

④ 第４回理事会 

日時  令和８年３月９日（月）１３：００～１４：３０ 

場所  兵庫県立工業技術センター 技術交流館 セミナー室Ⅱ 

  

出席者（順不同・敬称略） 

会長  神門  登  ハニー化成株式会社 専務取締役 

理事  半谷 正裕  住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理事  吉田 眞也  ハニー化成株式会社 代表取締役社長 

理事  西野  孝  神戸大学 名誉教授／客員教授 
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理事  山﨑  徹  兵庫県立工業技術センター 所長 

理事  武尾 正弘  兵庫県立大学社会価値創造機構 副機構長 

理事  平井 克幸  神戸商工会議所産業部長 

監事  鈴木 祥克  太陽グラントソントン税理士法人 代表社員 

 

随行  井上 真由美 兵庫県産業労働部新産業課 副課長 

 

事務局 井上 二三夫 一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事 事務局長 

小林 弘典  一般社団法人兵庫県発明協会 事務局次長 

 

注記  平井理事・鈴木監事・井上真由美様は Web にて参加 

 

議決事項 

(1) 第１号議案 令和８年度事業計画同収支予算（案）について 

 

報告事項 

(1) （公財）ひょうご科学技術協会との合併について 

(2) 令和８年度主な行事予定について 

(3) 代表理事の職務執行状況報告について 

 

 

（２） 評議員選定委員会の開催 

日時  令和７年５月２７日（火）１１時００分～１１時３０分 

場所  兵庫県工業技術センター 研究本館 セミナー室Ⅲ 

 

出席者（順不同・敬称略） 

 選定委員 川井  諭     公益社団法人兵庫工業会 常務理事 事務局長 

選定委員 平瀬 龍二     兵庫県立工業技術センター 次長（技術調整担当） 

選定委員 川村 昌志（評議員）公益財団法人新産業創造研究機構 事務局長 

選定委員 前川  学（監 事）兵庫県産業労働部 新産業課長 

選定委員 井上二三夫（事務局）一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事 

出席理事 神門  登（会 長）ハニー化成株式会社 専務取締役 

 

随行   中島 朋大     兵庫県産業労働部新産業課 

 

注記  前川選定委員・中島様は Web にて参加 
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審議事項 

(1) 第１号議案 「評議員選任の件」 

 

（３） 評議員会の開催 

日時  令和７年６月１８日（水）１０：００～１１：００ 

場所  兵庫県立工業技術センター 技術交流館 共通会議室 

神戸市須磨区行平町３－１－１２ 

 

 出席者（順不同・敬称略） 

評議員  山田文一郎  大阪市立大学 名誉教授 

評議員  川村 昌志  公益財団法人新産業創造研究機構 事務局長 

評議員  神戸 宏明  公益社団法人兵庫工業会 専務理事 

評議員  山本 正剛  株式会社神戸製鋼所 知的財産部長 

 

会長   神門  登  ハニー化成株式会社 専務取締役 

理事   半谷 正裕  住友ゴム工業株式会社 知的財産部 

理事   山﨑  徹  兵庫県立工業技術センター 所長 

監事   前川  学  前 兵庫県産業労働部 新産業課長 

 

陪席   上田 澄廣  株式会社 SU エコシステム 代表取締役 CEO 

陪席   中村 浩明  兵庫県産業労働部 次長 

陪席   福田 靖久  兵庫県産業労働部 新産業課長 

 

随行   七條正太郎  兵庫県産業労働部新産業課 情報・産学連携振興班長 

随行   中島 朋大  兵庫県産業労働部新産業課 情報・産学連携振興班 

 

事務局  井上二三夫  一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事・事務局長 

 

注記   山本評議員は Web にて参加 

 

議決事項 

(1) 第１号議案 令和６年度事業報告同収支決算の承認について 

(2) 第２号議案 役員改選の承認について 

 

報告事項 

(1) 令和７年度事業計画同収支予算について 
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７．役員等改選 

（１） 理事 令和７年６月１８日付 

（順不同・敬称略） 

神 門  登 ハニー化成株式会社 専務取締役 重 任 

半 谷 正 裕 住友ゴム工業株式会社 知的財産部 重 任 

吉 田 眞 也 ハニー化成株式会社 代表取締役社長 重 任 

西 野  孝 神戸大学 名誉教授／客員教授 重 任 

山 﨑  徹 兵庫県立工業技術センター 所長 重 任 

武 尾 正 弘 兵庫県立大学 社会価値創造機構 副機構長 就 任 

平 井 克 幸 神戸商工会議所 産業部長 就 任 

任期：２年 

次回改選期は令和９年（2027 年）６月予定 

 

 

（２）監事 令和７年６月１８日付 

（順不同・敬称略） 

鈴 木 祥 克 太陽グラントソントン税理士法人 代表社員 重 任 

福 田 靖 久 兵庫県産業労働部 新産業課長 就 任 

任期：４年 

次回改選期は令和１１年（2029 年）６月予定 

 

 

（３） 評議員 令和７年６月１８日付 

（順不同・敬称略） 

山 田 文一郎 大阪市立大学 名誉教授 重 任 

川 村 昌 志 公益財団法人新産業創造研究機構 事務局長 重 任 

青 木  誠 川崎重工業株式会社 技術開発本部 知的財産部長 重 任 

神 戸 宏 明 公益社団法人兵庫工業会 専務理事 重 任 

山 本 正 剛 株式会社神戸製鋼所 知的財産部長 重 任 

上 田 澄 廣 株式会社ＳＵエコシステム 代表取締役ＣＥＯ 就 任 

中 村 浩 明 兵庫県産業労働部 次長 就 任 

任期：４年 

次回改選期は令和１１年（2029 年）６月予定 
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Ⅱ．事業の概要 

１．研究及び科学技術に関する助成事業（科学技術振興助成金事業） 

（１） 周知方法 

・  関係団体、県内各商工会議所・商工会・県民局等への案内送付 

・  ホームページ掲載  ・  内部機関紙告知（兵庫県発明協会 機関誌） 

 

（２） 助成金申請受付状況 

① 受付期間   令和７年７月１日～令和７年９月３０日 

② 申請件数・金額 

 一般企業    １２件    ６，０００，０００円 

研究機関    １２件    ６，０００，０００円 

合  計     ２４件   １２，０００，０００円 

 

（３） 選考委員会 

① 日時  令和７年１１月１９日（水）１０：００～１２：００ 

会場  兵庫県立工業技術センター 技術交流館２階 セミナー室Ⅱ 

出席者（順不同・敬称略） 

委員  黒田 公一 ハニー化成株式会社 執行役員 明石事業所所長 

委員  山田文一郎 大阪市立大学 名誉教授 

委員  山﨑  徹 兵庫県立工業技術センター 所長 

委員  児玉 裕三 神戸大学大学院医学研究科内科学講座 主任教授 

委員  福田 靖久 兵庫県産業労働部 新産業課長 

委員  武尾 正弘 兵庫県立大学 社会価値創造機構 副機構長 

 

随行  七條正太郎 兵庫県産業労働部新産業課 情報・成長産業振興班長 

随行  中島 朋大 兵庫県産業労働部新産業課 情報・成長産業振興班 

 

事務局 井上二三夫 一般社団法人兵庫県発明協会 専務理事・事務局長 

事務局 小林 弘典 一般社団法人兵庫県発明協会 事務局次長 

 

注記 児玉委員は Web にて参加 

 

② 研究開発助成基準 

1. 助成対象 

兵庫県 県下の助成を必要とする個人、企業、研究機関（大企業、大規模プロジェク

トは含まない）が次に掲げる研究開発等の事業（以下「助成事業」という。）を行うに

必要な経費を、会長が適当と認めるものについて、予算の範囲内において交付する。 
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（１） 研究開発の試作試験費に対する助成 

（２） 新技術の実施化資金に対する助成 

2. 選考基準 

ｲ． 県下の科学技術の振興に寄与するもの。 

ﾛ． 新規な学術または技術であること。 

ﾊ． その計画が申請者において実施可能なものであること。 

3. 選考方法 

ｲ． 申請書、添付資料により審査を行う。 

ﾛ． 必要に応じて内容聴取、または臨場調査することもある。 

ﾊ． 選考は次の区分に評価する 

A・・・助成金の交付が適当である 

B・・・A に準じる 

C・・・助成金の交付は適当でない 

ﾆ． 助成額は、年度予算を参考に選考委員の総意により、査定する。 

 

（４）助成金交付件数及び助成額 

一般企業   ２件  １，０００，０００円 

研究機関   ４件  ２，０００，０００円 

合  計   ６件  ３，０００，０００円 

 

（５） 交付対象となった研究概要 

 

「GOTS 認証取得を目指した CNF 配合型新規経糸サイジング用油剤の開発」 

蛭田理研株式会社 代表取締役社長 蛭田 位行 

織物を経糸と緯糸で織る上で、経糸の強度を上げ、製織性を向上させる目的でサイジ

ング糊剤·油剤が使用される。綿糸に使用されるサイジング油剤は、糊剤と低分子界面活

性剤を使用した油剤を併用することが多い。近年 Global Organic Textile 

Standard(GOTS)認証を取得した繊維用糊剤や油剤等の前処理剤の開発が望まれている。 

本研究では、GOTS の基準をクリアする新規油剤の開発を行うことを目的とする。今

回、植物由来のナノ繊維であるセルロースナノファイバー(CNF)に着目した。油剤に CNF

の添加量や攪拌条件を最適化し、エマルションの均一分散を目指す。作製したエマルシ

ョンがもつ分散安定性や、使用した際の糸の抱合力や平滑性、毛羽立ち等を調査し、

GOTS 対応油剤を作る。 

助成金額 ５０万円 
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「温室効果ガス除去に向けた「ISEC 式脱臭装置」の転用試験」 

株式会社一芯 代表取締役社長 兼 CEO 兼 CFO 兼 CHRO 濱口 学  

下水道事業では水処理工程から発生する N2O(温室効果は CO2 の約 300 倍)を除去する研

究の報告数は少なく、技術の確立が急がれています。 

本研究に使用する「ISEC 式脱臭装置」とは、食塩を電気分解して次亜塩素酸ナトリウム

を生成する方法を従来の脱臭装置に組込んだ薬液脱臭方法(弊社特許取得)です。 

強力な酸化剤である HCIO を活用できるため従来の脱臭方法では除去困難であったアル

デヒド類の除去に成功しました。このことから「ISEC 式脱臭装置」の運転条件次第で N2O

除去が期待できると考えました。そこで、新触媒や装置条件を模索し、N2O 除去方法の適

否を試験します。 

助成金額 ５０万円 

「CT 検査における患者の医療被ばく見える化に向けた小型リアルタイム放射線線量計の

開発」 

神戸常磐大学保健科学部診療放射線学科 助教 後藤 聡汰 

コンピュータ断層(CT)検査を受診する患者の医療被ばくをリアルタイムに測定·評価で

きる新しい線量計及び測定法の新技術を開発する。検査時に放射線線量計を装着して被ば

くを直接測定·可視化できる実測法の開発を進めている。 

私たちは、2024 年に光刺激ルミネセンス素子という放射線検出器と光検出器(MPPC)を組

みあわせた小型リアルタイム放射線検出器を開発しており、本線量計を CT 検査に応用す

る。CT 検査では螺旋スキャンが用いられており、被ばく計測を行う際に X 線発生点のラン

ダム性によって、測定値が 200%変動し、正しく測定できなかった。本研究ではリアルタイ

ム線量計を用いて、x線の発生点の影響を時間情報から推測·補正する手法の開発を目指す。 

助成金額 ５０万円 

「Beyond EUV 露光向けフォトマスク開発」 

兵庫県立大学高度産業科学技術研究所 助教 早勢 直紀 

人工知能や次世代通信、量子コンピュータの開発に向け、ハードウェアとなる半導体の

微細加工技術の重要性は高まっている。半導体の微細化とは露光技術で用いる光の短波長

化を意味しており、現在最先端の EUV(13.5nm の軟 X 線)露光技術は、その物理的限界に迫

りつつある。更なる微細化を可能とする次世代技術として、波長 6.7nm を用いる Beyond 

EUV 露光技術が期待されている。 

本研究では、Beyond EUV 露光の要素技術である Beyond EUV 多層膜ミラーの数値計算と

成膜実験、ニュースバル放射光施設による反射率評価まで一貫して取り組み、多層膜ミラ

ーと吸収膜で構成されるフォトマスクと呼ばれる集積回路の原版を世界に先駆けて設計す

る。 

助成金額 ５０万円 

「小型マイコンと安価センサーを組み合わせた自動水理観測システムの開発」 

神戸市立工業高等専門学校 准教授 今井 洋太 
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Raspberry pi と安価な超音波センサー等を使って、水位計や雨量計などを作成しよう

と考えています。精度検証をして、取得されたデータを無料でリアルタイムに確認できる

システムもなるべく安価で構築し、地域ごとに自前でできるパッケージを作成できればと

考えています。 

助成金額 ５０万円 

「AI による植物の専門家的判断の自動化と新知見の発見」 

兵庫県立大学大学院工学研究科 助教 奥田 萌莉 

植物には、植物種ごとの専門家には分かる知見があります。そのような知見を“AI”技

術により可視化し、明るい新知見を見つけ出すことを目指します。 

たとえば、ウキクサ科植物という水面を漂う水生植物があります。親の葉から子の葉が

顔を出し、やがて発芽する孫の葉と共に離れ、独立することで数を増やす植物です。水質

浄化やバイオマスエネルギーになるこの有用な植物の、成長速度、総面積、総枚数といっ

た様々な指標を自動化します。 

目視で分かる情報から、どのような知見を見つけ出せるかを研究します。 

助成金額 ５０万円 

 

（６） 科学技術振興に関する助成金贈呈の会 

昨年に続き兵庫県立工業技術センターにて助成金贈呈の会と成果発表会を開催した。成果発

表会には、兵庫県立工業技術センターの研究員の皆さんにも参加していただいた。発表者・受

賞者・参加者による交流会も開催し、技術交流を行った。 

日 時 令和８年２月１７日（火）１３：３０～１６：３０ 

場 所 兵庫県立工業技術センター 研究本館 セミナー室Ⅲ 

参加者 ４８名 

内 容 

１．科学振興に関する助成金贈呈の会              （13：30～13：50） 

主催挨拶   公益財団法人兵庫県科学技術振興財団 会長 神門 登 

審査経過報告 助成金選考委員会委員長  大阪市立大学名誉教授 山田文一郎 様 

来賓挨拶   兵庫県産業労働部次長 中村 浩明 様 

令和７年度助成金贈呈式 

２．科学技術振興助成５０回記念講演              （13：55～14：40） 

株式会社 SU エコシステム 代表取締役 CEO 上田 澄廣 様 

３．令和６年度受賞者による研究成果発表            （14：50～16：10） 

４．技術交流会                        （16：15～16：45） 
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年度 回数 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額

昭和 51 第 1回 9 6,330 3 3,050 1 1,150 13 10,530

昭和 52 第 2回 3 1,650 5 5,100 3 3,050 11 9,800

昭和 53 第 3回 12 6,600 3 2,400 - - 15 9,000

昭和 54 第 4回 6 3,600 6 4,200 - - 12 7,800

昭和 55 第 5回 4 5,000 5 4,000 - - 9 9,000

昭和 56 第 6回 6 6,000 5 5,000 - - 11 11,000

昭和 57 第 7回 5 6,400 6 5,600 - - 11 12,000

昭和 58 第 8回 4 6,800 9 8,200 - - 13 15,000

昭和 59 第 9回 5 6,000 7 7,400 - - 12 13,400

昭和 60 第 10回 4 5,000 8 8,300 - - 12 13,300

昭和 61 第 11回 5 4,000 6 6,000 - - 11 10,000

昭和 62 第 12回 4 3,700 7 6,300 - - 11 10,000

昭和 63 第 13回 5 3,600 7 6,400 - - 12 10,000

平成 1 第 14回 5 3,500 8 6,500 - - 13 10,000

平成 2 第 15回 2 1,900 9 8,100 - - 11 10,000

平成 3 第 16回 3 2,800 8 8,400 - - 11 11,200

平成 4 第 17回 5 4,000 7 6,000 - - 12 10,000

平成 5 第 18回 3 2,200 6 5,800 - - 9 8,000

平成 6 第 19回 2 1,300 3 3,700 - - 5 5,000

平成 7 第 20回 0 0 5 5,000 - - 5 5,000

平成 8 第 21回 1 550 2 1,450 - - 3 2,000

平成 9 第 22回 1 500 5 3,500 - - 6 4,000

平成 10 第 23回 1 800 4 3,200 - - 5 4,000

平成 11 第 24回 2 1,400 3 2,400 - - 5 3,800

平成 12 第 25回 1 750 4 3,050 - - 5 3,800

平成 13 第 26回 1 750 4 3,050 - - 5 3,800

平成 14 第 27回 1 300 5 3,500 - - 6 3,800

平成 15 第 28回 0 0 5 3,300 - - 5 3,300

平成 16 第 29回 0 0 5 2,900 - - 5 2,900

平成 17 第 30回 1 300 6 3,300 - - 7 3,600

平成 18 第 31回 5 2,100 3 1,500 - - 8 3,600

平成 19 第 32回 2 800 3 1,200 - - 5 2,000

平成 20 第 33回 3 900 3 900 - - 6 1,800

平成 21 第 34回 4 1,200 3 900 - - 7 2,100

平成 22 第 35回 4 1,500 2 600 - - 6 2,100

平成 23 第 36回 6 1,800 5 1,200 - - 11 3,000

平成 24 第 37回 2 500 4 1,200 - - 6 1,700

平成 25 第 38回 1 200 6 1,800 - - 7 2,000

兵庫県科学技術振興助成金　年度別実績

一般 学校 機関 合計

（助成金単位：千円）
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年度 回数 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額 採用件数 助成金額

平成 26 第 39回 1 300 4 1,200 - - 5 1,500

平成 27 第 40回 3 700 3 900 - - 6 1,600

平成 28 第 41回 3 600 4 1,100 - - 7 1,700

平成 29 第 42回 2 450 3 750 - - 5 1,200

平成 30 第 43回 1 200 6 1,400 - - 7 1,600

令和 元 第 44回 4 1,100 2 500 - - 6 1,600

令和 ２ 第 45回 2 1,000 1 500 - - 3 1,500

令和 ３ 第 46回 2 800 3 1,200 - - 5 2,000

令和 ４ 第 47回 4 1,900 1 500 - - 5 2,400

令和 ５ 第 48回 4 2,000 1 500 - - 5 2,500

令和 ６ 第 49回 5 2,500 - - - - 5 2,500

令和 ７ 第 50回 2 1,000 4 2,000 - - 6 3,000

161 107,280 227 164,950 4 4,200 392 276,430

（注：機関助成は昭和52年度で整備完了につき終了）

学校 機関 合計

合計

一般
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２．特記事項 

代表理事の職務執行状況等について 

開催日時 概要 場所 

令和 7 年 4 月 28 日 令和 6 年度監査（鈴木監事） 書面審査・オンライン 

5 月 01 日 令和 6 年度監査（前川監事） 兵庫県庁 

5 月 27 日 第１回理事会 兵庫県立工業技術センター 

5 月 27 日 評議員選定委員会 兵庫県立工業技術センター 

5 月 27 日 SMBC日興証券面談 兵庫県立工業技術センター 

6 月 18 日 定時評議員会 兵庫県立工業技術センター 

6 月 18 日 第 2 回理事会 兵庫県立工業技術センター 

6 月 30 日 公益法人定期報告 オンライン提出（公益法人 info） 

7 月 01 日 令和 7 年度助成金 申請受付開始 － 

7 月 14 日 役員変更登記 神戸地方法務局 

9 月 30 日 令和 7 年度助成金 申請受付締切 － 

9 月 30 日 鈴木監事との会合 太陽グラントソントン税理士法人

会議室 

11 月 10 日 兵庫県産業労働部新産業課との会合 兵庫県庁 

11 月 19 日 令和７年度助成金 選考委員会 兵庫県立工業技術センター 

12 月 01 日 第 3 回理事会 兵庫県立工業技術センター 

令和 8 年 1 月 19 日 兵庫県発明協会新春交歓会出席 オリエンタルホテル神戸 

2 月 17 日 科学技術振興に関する助成金贈呈の会 兵庫県立工業技術センター 

2 月 20 日 鳩合同会計事務所との会合 鳩合同会計事務所会議室 

2 月 25 日 ひょうご科学技術協会との会合 兵庫県庁 

3 月 09 日 第 4 回理事会 兵庫県立工業技術センター 
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（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ  資産の部

　１．流動資産

　　　　　現金預金 2,075,926 2,521,218 △445,292

　　　　　　現金 36,428 89,390 △52,962

　　　　　　普通預金三井住友銀行兵庫支店 2,039,498 2,431,828 △392,330

　　　　流動資産合計 2,075,926 2,521,218 △445,292

　２．固定資産

　 (１) 基本財産

　　　　　投資有価証券 193,848,329 195,272,524 △1,424,195

　　　　　普通預金三井住友銀行兵庫支店 5,696,780 4,272,585 1,424,195

　　　　　定期預金三井住友銀行兵庫支店 454,891 454,891 0

　　　　基本財産合計 200,000,000 200,000,000 0

　 (２) 特定資産

　　　　　　投資有価証券 6,000,000 6,000,000 0

　　　　特定資産合計 6,000,000 6,000,000 0

　　　　　固定資産合計 206,000,000 206,000,000 0

　　　　　　資産合計 208,075,926 208,521,218 △445,292

Ⅱ  負債の部

　１．流動負債

　　　　　未払金 650,000 650,000 0

　　　　流動負債合計 650,000 650,000 0

　　　　　　負債合計 650,000 650,000 0

Ⅲ  正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　　寄付金 200,000,000 200,000,000 0

　　　　指定正味財産合計 200,000,000 200,000,000 0

　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 200,000,000 ) ( 200,000,000 ) ( 0 )

　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　２．一般正味財産 7,425,926 7,871,218 △445,292

　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 6,000,000 ) ( 6,000,000 ) ( 0 )

　　　　　　正味財産合計 207,425,926 207,871,218 △445,292

　　　　　　負債及び正味財産合計 208,075,926 208,521,218 △445,292

当年度 前年度 増　減

貸　借　対　照　表
令和 8年 3月31日現在
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（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ  一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　(１) 経常収益

　　①　基本財産運用益 [  3,313,855 ] [  3,312,614 ] [  1,241 ]

　　　　　基本財産受取利息  3,313,855  3,312,614  1,241

　　②　特定資産運用益 [  151,800 ] [  151,800 ] [  0 ]

　　　　　特定資産受取利息  151,800  151,800  0

　　③　雑収益 [  16,239 ] [  504,214 ] [ △ 487,975 ]

　　　　　受取預金利息  16,239  4,214  12,025

　　　　　過年度交付助成金返還額  0  500,000 △ 500,000

　　　　経常収益計  3,481,894  3,968,628 △ 486,734

　(２) 経常費用

　　①　事業費 [  3,202,462 ] [  2,684,102 ] [  518,360 ]

　　　　　委員会費  9,000  12,500 △ 3,500

　　　　　開発助成費  3,000,000  2,500,000  500,000

　　　　　通信運搬費  59,880  66,414 △ 6,534

　　　　　消耗品費  76,282  50,888  25,394

　　　　　賃借料  17,300  14,300  3,000

　　　　　諸謝金  40,000  40,000  0

　　②　管理費 [  724,724 ] [  695,255 ] [  29,469 ]

　　　　　会議費 (  45,600 ) (  37,600 ) (  8,000 )

　　　　　　旅費  39,000  30,000  9,000

　　　　　　賃借料  6,600  7,600 △ 1,000

　　　　　事務費 (  29,124 ) (  7,655 ) (  21,469 )

　　　　　　旅費交通費  6,820  0  6,820

　　　　　　消耗品費  3,464  605  2,859

　　　　　　通信運搬費  15,560  4,910  10,650

　　　　　　雑費  3,280  2,140  1,140

　　　　　事務委託費 (  650,000 ) (  650,000 ) (  0 )

　　　　経常費用計  3,927,186  3,379,357  547,829

　　　　 当期経常増減額 △ 445,292  589,271 △ 1,034,563

　２．経常外増減の部

　(１) 経常外収益

　　　　経常外収益計  0  0  0

　(２) 経常外費用

　　　　経常外費用計  0  0  0

　　　　 当期経常外増減額  0  0  0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 445,292  589,271 △ 1,034,563

　　　　 一般正味財産期首残高  7,871,218  7,281,947  589,271

　　　　 一般正味財産期末残高  7,425,926  7,871,218 △ 445,292

Ⅱ  指定正味財産増減の部

　　　　 当期指定正味財産増減額  0  0  0

　　　　 指定正味財産期首残高  200,000,000  200,000,000  0

　　　　 指定正味財産期末残高  200,000,000  200,000,000  0

Ⅲ  正味財産期末残高  207,425,926  207,871,218 △ 445,292

当　年　度 前　年　度 増　　　減

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和 7年 4月 1日 から 令和 8年 3月31日 まで
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（単位：円）

Ⅰ  一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　(１) 経常収益

　　①　基本財産運用益 [  2,455,567 ] [  2,455,567 ] [  858,288 ] [  3,313,855 ]

　　　　　基本財産受取利息  2,455,567  2,455,567  858,288  3,313,855

　　②　特定資産運用益 [  151,800 ] [  151,800 ] [  0 ] [  151,800 ]

　　　　　特定資産受取利息  151,800  151,800  0  151,800

　　③　雑収益 [  16,239 ] [  16,239 ] [  0 ] [  16,239 ]

　　　　　受取預金利息  16,239  16,239  0  16,239

　　　　　過年度交付助成金返還額  0  0  0  0

　　　　経常収益計  2,623,606  2,623,606  858,288  3,481,894

　(２) 経常費用

　　①　事業費 [  3,202,462 ] [  3,202,462 ] [ ] [  3,202,462 ]

　　　　　委員会費  9,000  9,000  9,000

　　　　　開発助成費  3,000,000  3,000,000  3,000,000

　　　　　通信運搬費  59,880  59,880  59,880

　　　　　消耗品費  76,282  76,282  76,282

　　　　　賃借料  17,300  17,300  17,300

　　　　　諸謝金  40,000  40,000  40,000

　　②　管理費 [ ] [ ] [  724,724 ] [  724,724 ]

　　　　　会議費 ( ) ( ) (  45,600 ) (  45,600 )

　　　　　　旅費  39,000  39,000

　　　　　　賃借料  6,600  6,600

　　　　　事務費 ( ) ( ) (  29,124 ) (  29,124 )

　　　　　　旅費交通費  6,820  6,820

　　　　　　消耗品費  3,464  3,464

　　　　　　通信運搬費  15,560  15,560

　　　　　　雑費  3,280  3,280

　　　　　事務委託費 ( ) ( ) (  650,000 ) (  650,000 )

　　　　経常費用計  3,202,462  3,202,462  724,724  3,927,186

　　　　 当期経常増減額 △ 578,856 △ 578,856  133,564 △ 445,292

　２．経常外増減の部

　(１) 経常外収益

　　　　経常外収益計  0  0  0  0

　(２) 経常外費用

　　　　経常外費用計  0  0  0  0

　　　　 当期経常外増減額  0  0  0  0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 578,856 △ 578,856  133,564 △ 445,292

　　　　 一般正味財産期首残高  4,765,705  4,765,705  3,105,513  7,871,218

　　　　 一般正味財産期末残高  4,186,849  4,186,849  3,239,077  7,425,926

Ⅱ  指定正味財産増減の部

　　　　 当期指定正味財産増減額  0  0  0  0

　　　　 指定正味財産期首残高  200,000,000  200,000,000  0  200,000,000

　　　　 指定正味財産期末残高  200,000,000  200,000,000  0  200,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高  204,186,849  204,186,849  3,239,077  207,425,926

正 味 財 産 増 減 計 算 内 訳 書
令和 7年 4月 1日 から 令和 8年 3月31日 まで

科　　　　目
公益目的会計

法人会計 合　　　　計
研究助成事業 小　　　　計
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　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　楽天社債 104,272,524 0 1,424,195 102,848,329

　ソフトバンクＧ社債 91,000,000 0 0 91,000,000

　普通預金 4,272,585 1,424,195 0 5,696,780

　定期預金 454,891 0 0 454,891

小　　計 200,000,000 1,424,195 1,424,195 200,000,000

特定資産

　ソフトバンクＧ社債 5,000,000 0 0 5,000,000

　ソフトバンク社債 1,000,000 0 0 1,000,000

小　　計 6,000,000 0 0 6,000,000

合　　計 206,000,000 1,424,195 1,424,195 206,000,000

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に対応
する額)

基本財産

　楽天社債 102,848,329 102,848,329 0 0

　ソフトバンクＧ社債 91,000,000 91,000,000 0 0

　普通預金 5,696,780 5,696,780 0 0

　定期預金 454,891 454,891 0 0

小　　計 200,000,000 200,000,000 0 0

特定資産

　ソフトバンクＧ社債 5,000,000 0 5,000,000 0

　ソフトバンク社債 1,000,000 0 1,000,000 0

小　　計 6,000,000 0 6,000,000 0

合　　計 206,000,000 200,000,000 6,000,000 0

　(2) 有価証券の評価基準及び評価方法

　有価証券の評価基準は原価法によっている。ただし、満期保有目的の債券のうち債券金額
と取得価額に差額のあるものについては償却原価法によっている。

　(3) 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　公益法人会計基準(平成20年4月11日、平成21年10月16日改正　内閣府公益認定等委員会)を
採用している。

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

　(1) 公益法人会計基準
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　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額 時　価 評価損益

102,848,329 98,140,000 △ 4,708,329

91,000,000 88,679,500 △ 2,320,500

5,000,000 4,889,500 △ 110,500

1,000,000 982,600 △ 17,400

199,848,329 192,691,600 △ 7,156,729

５．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　指定正味財産からの一般正味財産への振替額の内訳は次のとおりである。

（単位：円）

金　額

0

１．基本財産及び特定資産の明細

２．引当金の明細

　引当金を設定していないため省略する。

附 属 明 細 書

　基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載しているため省略する。 

第１９回ソフトバンク社債

合　　計

科　　目

合　　計

第５８回ソフトバンクＧ社債

４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

種　類　及　び　銘　柄

第５回楽天社債

第５回ソフトバンクＧ社債
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（単位：円）

科　　　　目 内　　　　容 使用目的等 金　　　　額

Ⅰ  資産の部

        １．流動資産

          現金預金

            現金 手許有高 運転資金として 36,428

            普通預金 三井住友銀行兵庫支店 運転資金として 2,039,498

        流動資産合計 2,075,926

        ２．固定資産

   (１) 基本財産

          投資有価証券 第５回楽天社債 102,848,329

第５回ソフトバンクＧ社債 91,000,000

          普通預金 三井住友銀行兵庫支店 5,696,780

          定期預金 三井住友銀行兵庫支店 454,891

        基本財産合計 200,000,000

   (２) 特定資産

          投資有価証券 第５８回ソフトバンクＧ社債 5,000,000

第１９回ソフトバンク社債 1,000,000

        特定資産合計 6,000,000

        　固定資産合計 206,000,000

        　　資産合計 208,075,926

Ⅱ  負債の部

        １．流動負債

          未払金 （一社）兵庫県発明協会　令和７年度事務委託費 650,000

        流動負債合計 650,000

        　　負債合計 650,000

        　　正味財産 207,425,926

公益目的保有財産であり、運用益の74.1％を公益目的
事業の財源として、25.9％を管理費の財源として使用

財　産　目　録
令和 8年 3月31日現在

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業の
財源として使用
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監 査 報 告 書 

 

令和８年５月１４日 

 

公益財団法人 兵庫県科学技術振興財団 

     会 長  神 門  登 殿 

 

監 事  鈴 木  祥 克 

 

 

 私は、公益財団法人兵庫県科学技術振興財団の令和７年４月１日から令和８年３月３１

日までの令和７年度の事業年度における会計及び業務の監査を行いました。その結果につ

き、次のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

 (1) 会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧等必要と思われる監査手続を用いて、

財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書）及び財産目録の正確性を検討いたしまし

た。 

 (2) 業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、理事から業務の報告を聴取

し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続を用いて業務執行の妥当性を検討い

たしました。 

 

２ 監査意見 

 (1) 財務諸表及び財産目録は、法人の令和７年度末日現在の財政状態並びに同年事業年

度の正味財産増減の状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めま

す。 

(2) 事業報告は、法令又は定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

 (3) 理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

ないと認めます。 

 

以上
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監 査 報 告 書 

 

令和８年５月１８日 

 

公益財団法人 兵庫県科学技術振興財団 

     会 長  神 門  登 殿 

 

監 事  福 田  靖 久 

 

 

 私は、公益財団法人兵庫県科学技術振興財団の令和７年４月１日から令和８年３月３１

日までの令和７年度の事業年度における会計及び業務の監査を行いました。その結果につ

き、次のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

 (1) 会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧等必要と思われる監査手続を用いて、

財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書）及び財産目録の正確性を検討いたしまし

た。 

 (2) 業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、理事から業務の報告を聴取

し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続を用いて業務執行の妥当性を検討い

たしました。 

 

２ 監査意見 

 (1) 財務諸表及び財産目録は、法人の令和７年度末日現在の財政状態並びに同年事業年

度の正味財産増減の状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めま

す。 

(2) 事業報告は、法令又は定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

 (3) 理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

ないと認めます。 

 

以上 


